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巻頭言

『産業医部会に期待するもの』

~働くヒト全てに届く産業保健サービスを期待して~

日本産業衛生学会北陸甲信越地方会長
野見山 哲生

信州大学医学部衛生学公衆衛生学教室 教授

北陸甲信越地方会は、昭和27年から新潟医科大学赤l崎兼義教使、昭和31年から新潟大学医学部

の渡辺厳一教授を地方会長として活動としてきたものを、昭和33年信州大学医学部衛生学の小松

富三男教授を地方会長とし、松本市で創立総会を開催し、正式に発会した信越北陸地方会に源を

発します。その後昭和47年に山梨県が加わり北陸甲信越地方会と名称を変え、現在に至っています。

本地方会を構成する 6県(石川、福井、富山、山梨、長野、新潟)では、いわゆる中小企業の

従業員割合は87.1%であり、全国の70.1%、東京43%を代表する都市圏と比して高く、小規模企

業の従業員割合も34.2%であり、全国23.5%、東京9.7%と比して高い状況にあります。このこ

とが、本地方会産業医部会95人のうち、専属産業[~は 5人と少人数に留まっていることに反映し

ているものと考えられます。

このような中小企業における労働災害の状況は、従業員規模別(100人以上の統計)の労働災害

率(度数率、強度率)でみると、災害発生の頻度を表す度数率は、 100"'-'299人2.20、300"'-'499人

1. 52、500"'-'999人1.06、1，000人以上0.39、災害の重さの程度を表す強度率は、それぞれO.08、

0.09、0.04、0.03で、規模が小さくなると明らかに労働災害の頻度が増えます。強度も選く、統

計になしリ00人未満の事業所における労働災害率を推測しでも、労働災害という観点から、中小

企業は大企業に比し環境が良くない状況が分かります。

一方、中小企業で選任される嘱託産業医は、産業医業務を専らとする専属産業医と異なり、週

1回から月 1回程度と活動頻度自体が少ないため、産業保健サービスの頻度と程度を大企業と同

じくすることは難しいと考えられます。また、 j産業保健活動を実践するパートナーである産業看

護職、衛生管理者、産業カウンセラーの常勤、非常勤での雇用も、大企業と比して十分ではあり

ません。そのため、産業医がそれらの職種の役割と重複した業務を行う必要性も生じます。更に、

有害業務や職場環境も、大企業で、は対応済みの状況に直面し、対応を求められる場面もあり、 l属

託産業医の限られた時間で対応するには、より多様で多国な知識と経験が求められます。

本地方会のような中小企業に務める労働者が大き可半半~手L主-で

届くようi、皆で力を合わせ活動していきたいと考えています。経験豊かで、、優れた産業医の職能

集団である産業底部会が、労働者の勤務する企業の大小に限らず、必要な産業保健サービスの光

が届くよう、今後も産業保健の発展と産業医の育成にご尽力頂きたいと思います。大いに期待し

ています !

参考資料:・2016年版中小念業白書

・平成27'f.労働災害動向調it(事業所調子!f.(事業所規模lOO人以上))平成28年4月及び総合工事業務王室) の概況



第 60号 (2) 日本産業衛生学会産業医部会会報

「合格、おめでとうございます!-J 
~新専門医の抱負~ 喜びの声

平成28年度産業衛生専門医資格認定試験に合格された新専門医の先生方の喜びの声第 2

弾をお届けいたします。社会医学系専門医制度の運用が開始され、制度の過渡期の中で新

たに産業衛生専門医となった先生方は、後輩の良きローノレモデルとなっていただけると存

じます。新産業衛生専門医の先生方の益々のご活躍をお祈りいたします。尚、今回ご寄稿

頂いた先生方の他、藤本圭一先生も合格されました。重ねてお祝い申し上げます。

『日本産業衛生学会専門医になっての抱負』

東海旅客鉄道株式会社

健康管理センター

名古屋健康管理室

高畑 真司

この度、 1-1本産業術生学会専門限試験に無事合格す

ることができ、喜びを感じております。 ご指導ご支援

いただいた指導医ーの先生をはじめ、これまで関わって

くださった皆様)Jに感謝"3し上げます。

実務研修手帳の作成、試験勉強を通じて、これまで

の向身の産業医所動を見直し、課題を認、識し、学びを

深めることができました。試験当日は緊張の中、これ

まで学んできたこ とを言語化する、他の受験占-とのディ

スカッション、課題発表で現状に即した対応、提案を

考える良い機会となりました。また、試験官の先生方

の総評、他の受験者の発表 ・意見を聞き、これからも

自己学習に努めなればならないことを改めて痛感しま

した。専門医取得を一つの励みとし、これまで以上に

働く人々を支援できるよう、産業医として研錨を重ね、

専門性を磨いていきたいと考えています。今後ともご

指導ご鞭捷のほど、よろしくお願い致します。

株式会社 SUMCO九j十同j:業所 統括産業l莞

粥冨 美奈子

『日本産業衛生学会専門医になっての抱負』

三菱電機株式会社

神戸製作所健康地進センター

堤 雄介

日木産業衛生学会専門医試験にあたり、ご桁蒋を賜
りました皆様に御礼申し上げます。
本試験では、資格そのものより多くの収磁を得るこ

とが山来たと感じております。
試験前に提出する実務研修手帳を、指導医の先生に

丁寧に確認頂き、改めて日ごろのご指導事の有難みを感
じました。また、先輩かに試験での経験談や、向級生
や先競方と勉強会を通し、 常に一人ではなし、という気
持ちで試験に臨めました。

試験では、様々な経験内容、年数の先生み・と議論が
でき、緊張感を持ちつつも、自分の知識や経験をお話
しし、それに対するフィードパックも多く頂くことが
でき、新たな刺激を受けました。受験というより、勉
強させて頂いている感覚でした。

自分だけの経験は限られます。他の先生との交流か
ら、保々な考i・1象の捉え方、対応の仕方を学ぶ機会にな
りました。楽しく受験させて頂きましたが、終了後は
合否が気になり、眠れない夜も過ごしました。まだま
だな実力である証拠であると思います。今後は専門医
の名に恥じないよう、 また、胸を張って専門医を名乗
れるよう、精進してまいります。引き続きご指導ご鞭
捷の程、よろしくお願b、致します。
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『日本産業衛生学会専門医になっての抱負』

新日餓住金株式会社

鹿島製鍛所安全健康室

友永泰介

この度、無事に専門医を取得できたことは、ご支援

頂いた先生方、今まで勤務させて頂いた企業、家族等

のお除です。本当にありがとうございました。今はホっ

とするとともに、やっとスタート地点に立てたという

気持ちです。今回、専門産試験に臨むにあたって、日々

の産業医業務を体系的に振り返ることのできる良い機

会だと思う一方で、自分の知識がなんとなくの峻昧な

もので‘あったことに気づかされました。特に口頭試験

は、知識をもっているだけではなく、説明できるレベ

ルでないといけないと感じました。専門医試験は、産

業医としての自分の課題に気づき、漠然としていた業

務を見つめ直すチャンスになったと思います。これか

ら専門医の名に恥じないよう、常に実務の知識をアッ

プデートし、 日々の業務の中で、時に一旦立ち止まっ

て自分の産業保健活動を見直し、地に足をつけて精進

していきたいと思し、ます。今後ともご指導の程、何卒

よろしくお願いいたします。

『専門医試験を終えて』

慶謄、義塾大学医学部

衛生学公衆衛生学教室

中野真規子

2006年に当教室博士課程への入学が契機となり、オ

リンパス附日の出工場嘱託産業医になったのが産業

医実務の始まりでした。以前から認定産業医の資格は

取得していたものの実務は未経験で、内田幸IJ彦先生に

指導していただきながら実-務をおこない、大変心強かっ

たことを今でも党えています。それから問工場に8年

勤務継続するなかで、職場環境や従業員・管理者の個

性も理解した上での健康管理などは、臨床では行えな

い、でも医師が必須の仕事でした。また、教室での業

務はさらに異なる立場での健康管理で、多方向からの

経験と麗ねての専門医試験に取り組むことで包括した

労働衛生の理ー解を深めることができました。最後に指

導医である大前教授、貴重な情報やアドバイスをいた

だいた産業医大出身の先生方、実務の中で育てていた

だいた内回先生に心より御礼申 し上げます。

『日本産業衛生学会専門医になっての抱負』

住友重機械工業株式会社

横須賀製造所

安全衛生グ、ループ健康管理センター

中川 知

このたび、日本産業衛生学会専門医を無事取得する

事が出来ました。指導医の堀江正知先生、内野文菩先

生をはじめ、ご指導いただきました多くの先生方に厚

く御礼を申し上げます。

今まで自分なりに現場で、の経験を積み、様々な事を

経験したつもりでいましたが、専門医試験の準備をす

るに当たり、産業医学への体系的な理解が大きく不足

している事に気付かされました。自分が悩み、対応し

てきた問題に対しても既に先輩方が指針を示してくだ

さっている事、あまり経験していない業務にも恩わぬ

健康影響がある事を学び、体系的な学習の大切さを実

感すると共に、専門医を名乗るからには知らない分野

があってはいけないと強く思いました。

既に専門医としての産業医業務がスター卜しており

ますが、その名に恥じないような貢献を継続できるよ

うに精進してまいりたいと忠います。今後ともご指導

ご鞭縫のほど、よろしくお願いいたします。

『日本産業衛生学会専門医試験を受験して』

マツダ株式会社

安全健康防災推進部

産業医

中村 文

マツダ株式会社産業医の中村文です。この度は、

日本産業衛生学会専門医試験に無事合格することがで

きました。これまでにご指導いただいた先生方には心

より感謝申し上げます。旧制度での受験が今回で最後

で、あったため緊張もありましたが、受験を通して、こ

れまでの産業医経験を振り返り、整理することができ

たため、大変良い機会とな りました。同時に、試験中

に先生方にご指導いただいた事項が鮮明に記憶に残っ

ており、自身の課題に気づくことができました。具体

的には、産業医としての業務の進め方、キーパーソン

との連携などです。いずれも基本的なことではありま

すが、知識以外の部分についても考えさせられること

が幾度もありました。今後、専門医としての自党をも

ち、気づいた課題について真撃に向き合い、自己研績

に努めて参りたいと思います。今後ともご指導ご鞭擢

のほど、何卒よろしくお願い致します。
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『日本産業衛生学会専門医としての抱負』

旭化成株式会社

水島製造所環境安全部

健康管理センター

中村武博

指導医である鉛田先生、奈良井先生、上司の小山先

生をはじめとして多くの先生方にご指導頂きましたこ

とに改めて御礼申し上げます。また、一緒に受験した

真鍋先生、織田先生、 OHASや試験本番で2日間をと

もにした同じグ、ループの先生方との意見交換や励まし

が大きな力となりました。本当に有難うございました。

専門医としての抱負は、『これからも産業医として

のスキルを n々 向上させていくこと』です。産業医の

仕事を始めた頃は自分の下した判断に不安を覚えるこ

とがよくありました。そんな時、ある先生から「悩ま

なくなったら成長はないよ。 j と言われました。専門

医としての抱負を考えた時、ふいに思い出しました。

専門医の資格を手にしましたが、本当のプロフェッショ

ナノレになるにはこれからの成長が重要だと思います。

今後も日々の業務と点努に向き合い自己研鏑を続けて

いきたいとJιいますので、ご指導・ご鞭撞を宜しくお

願いします。

『専門医としての抱負』

.m日餓住金株式会社点津製餓所

安全環境防災部安全健康宝

長谷川将之

この度、指導i突の大神先生、宮本先生をはじめ、多

くの先生)Jにこ"fJ)J力頃き、産業衛生学会専門医試験に

合絡することができました。これまでご文援いただい

た持様、専門医合格を目指して共に励ましあった同期、

そして家肢に心より感謝巾し上げます。

点門医試験の準備にあたり、向分が経験した 3{r'.間

を振り返り、体系的に学べているところ、知識しか顕

に入っていないところ、まだまだ学びが浅いところが

如実に現れました。特に、口頭での阿容を主とする専

門医試験では暖昧な部分をより一層自覚することがで

き、試験門体が自らの産業医活動を再確認する貴重な

体験となりました。今後は、これまで以上に職場 ・地

域への点・献を意識した活動を展開するとともに、今卯|

大変お世話になりました指導医の先生方を見料いなが

ら、し吋誌れは後輩指導ができるよう精進してまいりた

いと存じます。今後とも、ご指導ご鞭挫のほどよろし

くお願し、申し上げます。

『日本産業衛生学会専門医になっての抱負』

スタンレー電気株式会社

長野製作所業務部

統括産業医

野津弘樹

この度、日本産業衛生学会専門医試験に無事合格す

ることができました。試験にあたり、指導医の先生を

はじめ御指導頂いた諸生方、一緒に専門医試験の勉強

会を行った同期の先生方にこの場を借りて心から御礼

申し上げます。今回の試験を通じて、これまでの産業

医業務を通して得られた知識の整理ができたことが非

常に有意義だったように思います。実務経験の中で、

知識は少しずつ得ていたと思っていましたが、細かい

部分は見ていなかったことも多かったことに気付くこ.

とができました。同期の勉強会を通してそれらの知識

を習得し、ガイドラインやパンフレットなどの情報交

換を行い試験勉強を進めていきました。また、 専門医

試験の準備を通じて多くの先生と知り合えたことも自

分にとっては大きな財産となりました。

今後もお世話になった先生)jとのご、縁を大事にしな

がらー屑の研績に努めて参る所存ですので、ご指導ご

鞭挫のほど、何卒よろしくお願し、申し上げます。

『日本産業衛生学会専門医になっての抱負J

三菱化学株式会社

本社人事部健康支援センター

演本貴史.

このj支は、指導院の堀江先ことをはじめ、多くの先生

)jのご指導のおかけで、無事[1本産業衛生学会専門医

試験に合格できました。この場をお借りして感謝rpし

上げます。

専門医試験を通じて、さまざまな労働衛生の指針や

事例を通じて、それができた背景やH的を理解し、理

路整然と口頭で説明できるように言語化することの大

切さを実感しました。これまでは指針等を感覚的に理

解したつもりでしたが、実は感覚的で、表面的理解に

留まっていたものことを知りました。言語化により深

く理解することで、それを企業内非専門職に論理的に

説明できるようになりましたし、内身が闘指す健康が

どんなものなのか整理できたと感じました。また専門

家として言語化を通じて論即.的に整理することで、答

えのない課題に対しても考えることができるとも思い

ました。今後、専門医として、企業だけはなく産業医

学の発展にも貢献できるように精進したいと思います。
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『日本産業衛生学会専門医になっての抱負』

富士通株式会社

健康推進本部

日野亜弥子

専門医試験を通して、知識の習得・整理に加え、そ

れをわかりやすく他者へ説明する能力の重要性を感じ

ました。自分では理解した気になっていても、いざ 1=:1

頭で説明しようとすると言葉が詰まることも多く、

「人に説明できるように理解するJことを意識しなが

ら勉強をすすめました。

試験当日は「理解した上で説明したjつもりでいた

ものの、グ、ノレープディスカッション後、試験官の先生

方からの講評を受け、自分の理解がまだまだ浅いレベ

ルで、あったと痛感した次第です。

この度専門医の資絡を頂き、ようやく専門家として

のスタートラインに立てた気持ちでいます。専門医の

資格に恥じぬよう、今後ますます産業医学の専門家と

して精進してまいります。最後になりましたが、ご指

導下さいました先生方、2日間一致団結して試験を乗

り切った班員の皆機に、厚く御礼申し上げます。

『専門医としての抱負』

株式会社ジェイテク卜

人事部人事課健康-推進グループ

深井恭佑

専門医試験に無事合格しました深井恭佑と申します。

今回の試験で気づいた点は、以下の 2点です。 1つ目

は、実際に現場で起こる問題点や、最新の法令、指針

について、単純に教科書上の知識や、指導医の先生に

教えて頂いた事だけではなく、自分自身で考え、自分

自身の言葉で、ステークホノレダーに伝え、行動する能

力が必要だと感じました。 2つ自は、協調性です。基

本的にグループで受験するので、自分だけでなく、常

に周りの事も考えながら、取り組んでいく事が重要だ

と感じました。これは、日頃から癖をつけておかない

と、いぎ本番だけうまくやるという事は、困難だと思

います。今後は専門医として、日頃の業務から高い意

識を持ち、 1つ 1つの案件に対して、自分だけでなく、

周りのスタ ッフと協力しながら、しっかり と取り組ん

でいきたいと思います。 指導医の先生、 勉強会や同じ

班の先生方、誠にありがとうございました。

『産業衛生学会専門試験に合格して』

平野井労働衛生コンサノレタント事務所

平野井啓一

このたび晴れて産業衛生学会専門医試験に合格する

ことが出来ました。振り返ると 7年ほど前、右も左も

分からぬままこの世界に入り初纏っていたところ、浜

口伝博先生に出会いました。先生から「専門医試験に

合格することを指標として頑張るようにJとのお言葉

があり、指導医契約をしていただきました。その当時

は、産業医大出身でもない私が合格することなど夢の

また夢だと思っていました。しかし研修手|阪を作成し、

OHASを受け、試験準備を進めていく中で、もしかた

ら自分も受かるかもしれない、自分を変える事ができ

るかもしれない、と感じるようになっていました。合

格を伝えるメールを見たときのことは今でも忘れませ

ん。何もなかった自分が合格してこの文章を書く事が

できたのは、未だに信じられず、そして本当に幸せで

す。今後は専門医の名に恥じぬよう精進していきたい

と思います。浜仁l先生、伝塾のメンバーの皆さん、そ

の他ご指導いただいた諸々の先生、本当にありがとう

ございました !

『専門家への第一歩J

慶臆義塾大学医学部

衛生学公衆衛生学教室

深井航太

医師8年目、大学院生4年目での専門医合格となり

ました。まず、指導して下さった森晃爾先生(産業医

科大学)、坂田晃一先生(川崎重工業)に感謝申し上げ

ます。さらに、先に受験していた、平良素生先生、加

藤杏奈先生、袋原虫奈先生、古屋佑子先生、平岡美佳

先生には、手-帳作成や受験にあたり、多くのアドバイ

スをいただきました。 OHAS2016を受講し、平間晃先

生はじめ実行委員および講師の先生方には、試験対策

の取っ掛かりをいただきました。一緒に戦った仲間と

は、直前まで知識の整理と確認を繰り返しました。そ

して前日の夜中まで、仁|頭試問対策に付き合ってくれ

た妻 ・七恵、に感謝します。

多くの諸先輩方にご指導いただき、専門医合格を果

たしました。しかし、ただのスタートであって、専門

家としてこれからどう社会に貢献するかが大事だと思っ

ています。ようやく専門家への第一歩を踏み出せまし

た。今後ともご指導のほどよろしくお願いいたします。
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『日本産業衛生学会専門医になっての抱負』

清風台クリニック

松永康弘

このたび、専門医をいただき、関係者の皆様、特に、

ご指導を賜りました服部真先生(城北病院、金沢市)

に心より感謝致しております。還暦でいただいたので、

多分、最年長ではなし、かと勝手に思っております。も

ともとは、外科医で、産業衛生は全くの素人の私が専

門医までいただけたのですから感慨は言葉に表せませ

ん。産業医としての実務からこの領域にはいり、いろ

いろと勉強している中で、良き仲間と指導者に恵まれ、

専門医へと導いていただきました。この人とのご縁が

専門医受験の直接の動機であり、今後の専門医として

の私の所由jの基本でもあります。ご縁を大切にしなが

ら、専門医の名を汚さぬように、少しでも、 学会や産

業衛生のお役に立てるように頑張っていければと思っ

ておりますので、智艇のご指導 ・ご鞭縫を今後ともい

ただけますようお願いq~ し上げます。

『専門医として産業衛生のcuttingedgeをめざす』

)1慎天堂大学医学部術生学講座

武藤 剛

富士通株式会社で、産業医業務をはじめて8年、専門

家のスタートに立ちました。三宅仁先生、佐藤裕司先

生、指導医の大久保靖司先生、横山手口仁先生、山本健

也先生、そしてさんぽ会の福田洋先生はじめ多くの先

生からの慌の技の伝授を受け、今に至ります。

PMDAの専属産業医活動は、個人へのアプローチに

加え、人事をまきこみ組織を動かすこと、経常府への

働きかけの重要性を痛感する貴重な体験であり、「組

織と例j両省に対するマネジメント専門家としての絶

好の修練の場でした。そして産業医大主催産業医学実

践研修会は匠の技を理解実践する貴重な潤滑油でした。

今後の私の使命は、専門性を同志に伝え産業保健の

プレゼンスを高め、働く人と事業者双方に資する輝か

しい価怖を示すことです。試験でも問われた「治療と

就業の両立支援Jと rpersonalizedリスク評価Jは2

大潮流と考えます。今の初心を忘れず真撃に研鏑を積

み歩んで参りたいと思います。

『専門医資格を頂戴して』

三菱ケミカノレ株式会社

統括産業医

真鍋憲幸

平成24年早春、県医師会業務の後、鉛回先生とご一
緒していた時と記憶している。場所はグランヴィア広
島のメイフラワーで間違いない。飲んでいたのはご馳
走になるクセに遠慮、もなくラガブージン16年だ、った。
これも多分間違いない。何杯闘かのとき、井手先生か
ら「えっ !専門医は取ったほうがいいよ。資格その
ものより勉強したプロセスが大切なんだからj という
指導を頂いて、中村武博先生と私の遅ればせながらの
与門医受験が決まった。

めまぐるしいほど新しいことが起こる産業保健の現
場で、ケース対応の積み上げに加え「体系的知識j と l

いう骨組みをど入れる 3年間は、元々のさ基本'骨格を持た
ない私には大変であった。 しかし、中国地方の諸先輩
方や会社の仲間はもとより、粁き天才産業医、横田直
行先生の「先生方、勉強して去すか'?J rハイ 、やっ
てますJrウソでしょ。やってないでしょ Jrハイ 、ウ
ソでした。キチンとやり注す」というスパルタサポー
トが何度もあったからこそだと思っている。
試験が、産業保健に必要不可欠で・あるチームでの協

調性が求められるスタイノレで‘進められたのは、非常に
シンボリックであった。頂戴した資格に恥じないよう
に、日々、精進したい。

『専門医の抱負』

医療法人むらかみ眼科医院 a

村上美紀 '

この度、日本産業術供学会の専門医試験を合格させ

ていただきました。最初に、指導医の合同会社ミーシャ

の小畑泰子先生、産業医科大学産業生態科学研究所健

康開発科学教室の大和浩先使、たくさんの疑問や相談

にのっていただいた同窓の諸先生)J、実務経験を積ま

せていただいた会社と健診機関のみなさま、それから

修練の機会を与えてくださった産業術生学会のみなさ

まと産業医科大学の諸先生)jに感謝申し上げます。ま

た、同窓の先生方には、相談に乗っていただき、ご教

示もたくさん頂戴しま した。若手の先生方にはかなり

卒期が離れているにもかかわらず勉強会などでも気軽

にお声がけいただき、仲間に人れていただいて刺激と

エネノレギーをいただいています。

現在は眼科臨床も行いつつ、清掃業と小売業の小規

模事業所で嘱託産業医を しています。今後も更なる研

鎖を積み、質の良い産業保健活動を行って行きたいと

思います。今後ともご指導ご鞭憶よろしくお願いいた

します。
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『日本産業衛生学会専門医になっての抱負』

~ 

過玄白
パナソニック株式会社

AIS社守口健康管理室

森山和郎

このたび、指導医の先生をはじめ多くの先生方、事

業場の方々のご指導・ご支援により専門医に合格する

ことができました。この場をお借りして御礼申し上げ

ます。

2008年にl宅業医の世界に飛ひ・込んだ時は、大企業で

は最新の安全な設備ばかりで、有害業務の問題の重要

性は低く、個々の従業員の健康を守ることをしっかり

とやっていけば良いと考えていました。 しかし、実際

の工場では古い設備も多く、有害物質による健康障害

も経験する中で、専門性を高めることが必要と考え受

験を決怠しました。試験対策は、過去問等を参考に重

要事項を鞍理し、 Q&Aを作成しました。純凶が膨大で

大変でしたが、市例対応や場面を想定しての発表など

業務に直結するものが多く、今回の勉強は今後の向分

にとって非常に有意義でした。

今後も事業場や従業員の役に立てるようさらに精進

を重ねてまいりますので、引き続きご指導のほどよろ

しくお願い申し上げます。

『専門医にふさわしい産業医として』

ジャパンマリンユナイテッド株式会社

呉事業所

i度遺晋太郎

このたび、附れて専門医試験に合格しました。ご指

導いただいた先生方にはこの場を借りて御礼申し上げ

ます。

試験勉強は主に参考図書を読み、書き、声に山すな

どして全分野網羅するよう心がけました。その巾で実

務経験に偏りがあったこと、言集の理解が|暖昧(例:

衛生教育と健康教育の相違)であったこと、そして人

に対して分かりやすく、論理的に話をする能力が乏し

かったことを痛感しました。試験本番は l泊2日のハー

ドスケジューノレで、したが、試験官の先生万からその場

でご指導いただけたことが非常に印象的でした。おそ

らく、木昏で勉強させていただく専門医試験は他に類

を見ないのではないでしょうか。翌日に合栴の通知lを

いただき、大変だった勉強の努力が報われ一段落しま

したが、試験勉強や本番での学習内容を実務に活かす

のが本当の勝負だと考えています。専門医を名乗るに

ふさわしい産業医として精進していきたいと思います。

『これまでを振り返って』

三井化学株式会社

大牟田工場

横田直 行

この度無事に専門医試験を合格することが出来まし

た。これまでを振り返ると、私は数多くの方々に助け

られ支えられて来たと実感しております。大学では l

f{lしましたが、 一緒に勉強をする友人がいて国試を乗

り越えることが出来ました。産業医を目指しながらも

産業保健を全く勉強していない私に、イチから教えて

くださる先生がいました。ろくに研究もしていません

でしたが、困った時にはいつも助けてくださる研究室

の先生がし、ました。多少の経験が付いて独りよがりに

なってしまった私を導いてくださる先生がいました。

-絡に専門医試験を受けようと誘ってくださる先生が

いました。そして職場には点敢に仕事に向き合う仲間

がし、ます。私は持さまに文えられてここまで来ること

が出来ました。感謝しでもしきれません。

これからも自分なりに精一杯やっていくこと、そ し

ていずれは指導医として後市を育てることで、皆さま

への思返しとしたいと考えております。
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『平成28年度中央労働災害防止協会緑十字賞ご受賞おめでとうございますけ

栄えある、中央労働災害防止協会の緑十字賞に、わが産業医部会から 6名の先生方が受

賞されました。心よりお祝い申し上げますと共に、労働衛生分野における先生方の長年の

ご尽力に深く敬意を表します。この度4名の先生方からご寄稿を賜りました。なお、近藤

えり先生(いす三自動車株式会社産業医)と竹田透先生(労働衛生コンサルタント事務所

オークス所長)も受賞されましたので、ご紹介申し上げます。

『緑十字賞を受賞して』

福岡産業保健総合支援センタ一

所 長 織田 進

私は、昭和54年産業医科大学第一内科に助手として赴任し病棟医長を任されました。'Ui初は産医大の

卒業生はいませんでしたので、熊本大学等他大学卒業生とともに医療を始めました。ある時、 (当時)産

業生態科学研究所 大久保利晃教授に「ちょっと米てみないか ?J と誘われ、それが私の産業医学に関

わる第-~となりました。産業医学を学ぶに当たって、|司立労働安全衛生研究所の研修に参加させてい

ただき 、平成5年産業医実務研修センターのカリキュラムを初めて構築したことを思い出します。さら

に、先輩や同僚とJR)し州等の嘱託産業院をしながら産業保健活動を学びました。平成18年労働衛生コン

サルタントの資格を取得し、次第に臨床を離れ産業保健所邸jに専念してきました。平成5年より円本産

業衛生学会評議員(平成16年より 代議員)を務め、円本産業衛生学会|産療従事者のための産業保健研究

会代表や生涯教育員会委員長として、産業保健活動の幅を広げてきました。

第6回lCOI-1医療従事者のための産業保健国際会議(事務局長)及び第21四円本産業衛生学会産業医産

業看護全同協議会(企l函連蛍委員長)に参画できたことに再びを感じています。昨年、産業医科大学卒

業生の竹田透先生及び森田哲也先生と共に緑十字貨の表彰を受けることができました。大久保先生、東

先生、その他多くの)J々 のご支援のお陰と感謝しています。

この受1'tを機会に、私に残された時間を主にイnJに使 うかを考えてみました。この数年パーキンソン病

の治療を受けており、従来の業務をこなすことが難しくなりました。今後福岡l車業保健総合支援センタ一

所長業務に専念し、特に中小事業場の産業保健所閉jの支援、特に精神疾患を有する労働者の職場復帰支

援、がん等疾忠をイ可する労働者の両立文援を行いたいと思います。

平成29午・度は、がん治療と就労支援を効果的に実施で・きるようにがんの治療中の労働者の就労支援に

必要な主治医、産業医および事業者間の情報共有に関するシステムを検討しています。労働者は自分の

健康に関心を持ち、自己保健義務を果たす努力をしてほしいと思います。労働者が、生粍健康管用がで

きるように健康診断結果を経年的に管理するシステムを提案しています。今後は健康診断結果のみでな

く、診療情報の概要の登録により 、急出で飛び込んだ病院でもその情報を参考にして診断 ・治療がIfJ能

です。PHR協会の代表理事としてこのシステムの構築をめざして、 PHRと福岡県の救急医療ネット 「と

びうめネットJの連脱を検討しています。個人の健康管理を生慌にばってHJ能にするシステムの基木が

でき、その利用制Ii値が理解されやすくなると考えています。向分がパーキンソン病になり、生涯健j来管

理の重要性を確信できました。この経験を元に 「自分の健康は自分で守るj ことの大切さをより多くの

人に伝えたい。早い時j掛から実行してほしいと心から願っています。
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『いつのまにか32年…・・・』

(一社)岡山県労働基準協会

労働衛生センター所長景 山 信 子

岡山県労働基準協会は昭和22年、労働基準法施行とともに労基法、関係法令の円滑な実施を目的に設

立され、労働安全衛生行政の拡充に伴い活動の範閣を広げてまいりました。付属の労働衛生センターは、

安衛法に基づく健康診断と作業環境測定を柱に昭和52年発足、職場の巡回健診が協会の顔になりました。

昭和60年、私が健診パスに乗り始めたころ、産業現場はまだ劣悪な作業環境やずさんな作業管理の時

代の名残があり、メッキ工場で見事な鼻中隔穿干しを見、石切り場の白ろう病、耐火煉瓦工場や鋳物工場

の珪肺なども少なくなく、有害作業に対する特殊健診の重要性は今よりはるかに大きかったと思います。

一方、 一般健診のレベノレは誠にお粗末で、内科医だ、った私には驚きの世界でした。何 しろ法定項目に、血

液検査も心電図検査もなかった時代です。血圧と検尿と胸部X線検査で、労働者の健康を判定する暴挙

( ? )は医師のモチベーションを削ぎ、企業も実施機関も一般健診に多くは求めない風潮で、した。初日

の説明で聴診は前胸部からだけと聞かされ驚いた私は、翌日から受診者用の回転丸椅子をぶら下げて会

場入りしました。健診項目が少ないだけに診察は大切です。『たかが健診、されど健診』 肝に銘じまし

た。

健診医として入った労働衛生の世界ですが、次第に産業医活動が中心になりました。名ばかりに近かっ

た産業医の職務が指針上明確になり、 前後して産業涯の専門性がより厳しく規定され、実を伴った産業

医活動が求められる時代になりました。私自身にしても、企業の方や作業者とじかに顔を合わせ話し合っ

て会社のこと現場のことを知り、また相談 ・指導・教育などの求めに応じる産業医の仕事は、不特定極

めて多数の受診者の診察や判定では得られない生きた面白みや医師としての喜びがあり、より豊かな世

界でした。常時10""'"1 5件の、主に中小の製造業の嘱託産業~をしてきましたが、ここ数年の労働衛生の

動きはめまぐるしく 、印刷工場の胆管癌以降の化学物質管理、リスクアセスメントの義務化では企業と

ともに悩みながら実践し、スト レスチェックの導入では、過重労働面接で、は拾えなかった高ストレス者

の存在、ストレス要因の発見に驚き、私にとってこの仕事はいまだインセンティブであり続けています。

このたび緑十字賞をいただき、心から感謝致しますとともに、退職まで 1年、いささか寂しさを党えて

いる今日この頃です。
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『緑十字賞を受賞して』

松江記念病院健康支援センター

春 木 宥子

『人間万事塞翁が馬』、『禍福はあざなえる縄のごとし』、『災い転じて福と成す』、などなど、高校生の

時だ、ったろうか?漢文で沢山の故事来歴を学んだ中のフレーズだったように思う。今となっては正確

には思い出せないが、これらは妙に「ふーん !Jと納得して、「すーっj と自分の中に入った。きっと、

将来に希望を持てる、しかし喜んでばかりはいられない、人生何があるかわからない、でもいろいろ一

生懸命頑張れば何か好ましい結果が出るかもと思え、希望の持てる言葉として記憶の奥底に入り込んだ

ようだ。

人生とは、まさにどうなるか予測のつかないものである。化学実験室の白衣姿を拙いて理学部受験の

はずが、担任の教諭の勧めで医学部に変更。受験したら、幸運にも合格した。学生時代は比較的真面目

に授業を受け(試験に受かるにはこれが一番手っ取り早い!)、スポーツ部で汗を流し、文化部でフィー

ルドワークをし、卒業前にはどの教宅に人応しょうか?と、相性のいい教授か?而倒見のいい先輩が

いるか?などと身えたものである。自分ははっきりした性格で手先は器用なので外科向きとは思った

が、当時は女性はほんの少し(601'，中41，)で、外科に米られでもな~と困惑した表情で断られた。とに

かく診断山来なきゃ始まらないということで、内科系研修で自分の選択した科をローテーションするう

ち、結婚することになり研修を中断して上京。しかし相手は腎不全となり、そのまま入同先は点京女7・

医大 ・将センター(透析宰)となった。当時は心臓外科に間借りしており、心臓外科・の榊原仔教授に祝っ

て聞いた。そして、血管外科の太田和夫教授の元、肝不全治療(シャント手術、生体・死体料移植、外

科手術)の臨床に10年籍をi丘いた。手術にも|刻われ、 ~lífI寺は円本の最先端をいく大学で、背労もあったが

楽しい泣り甲斐のある仕事に懸命だ、った。ところが10年したところで、婚家先に事情が生じ、やむなく t 

品般に帰ることを決断した。

そこで、先端医師から紺

介されたところが今のt¥Tγ

だった。もとより、 H与却iが

来たら大学に能帰するつも

りだったので、次の医師が

決まるまでということで引

き受けたが、なかなか決ま

らないG 時間は経っていく

なか、こうなったらここで

とにかく頑張って出来るこ

とからやろう! と、改めて

産業医としての勉強を始め、

L竺三三ーー」|

|しまね子どもをたばこから守る会」
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故高田和美先生にご指導頂き、ずいぶんとお世話になった。日医認定産業医、日本労働衛生コンサルタ

ント、産業衛生学会指導医の資格を取り、産業衛生の場に身を置き25年勤務した。当初、「健康管理所

とは仲良くしたくない!Jと言われた時は、大ショックだ、った。しかし、次第に自ら相談に訪れてくれ

る場所となった。そして安全衛生委員会で、社員の健康づくりに取組むまでになった。振り返ってみる

と、大学から来た得体のしれない医者によくぞ付き合って、産業医に育てて下さったと、感謝の念で一

杯である。

さらに時代は変わった。健康診断の実施・病者の管理がメインの業務から、 THP健康づくりへ、 SDS

導入や体制づくりのリスク管理、更にメンタノレヘルス対応としてストレスチェックや健康経営の考え導

入である。

資格を取った衛生コンサルタン トとして会の活動も活発にしたいと思い、島根支部長を長年続け、そ

して理事に就任した。

昨年、日本労働安全衛生コンサノレタント会会長よりご推薦頂き、 「緑十字賞j を受賞する栄誉に浴し

た。また、衛生を代表して壇上で賞状授与の役を担い、感激すると共に、今後の一層の精進を心に誓っ

た。できることを、出来るように、前向きに取り組んでいこう!と。

さらに 3月には、長年ボランティア活動として続けてきた「しまね子どもをたばこから守る会Jが、

「平成28年度県民いきいき活動奨励賞」を受賞することになり、会員一同嬉しい限りである。秋には日

本禁煙科学会を主催する予定で、目下、準備を進めている。 (P32 r部会員からのお知らせコーナ-J

参照)

人生は計画通りには、決して行かない。こんなはずではなかった ! ということもある。だから面白

い。北風ではなく太陽になって、一生懸命やっていれば、いつかは心が通じて、ともに喜びあえるとき

がくると信じている。昔の故事を思い出しながら。

大万木山小屋

大万木山ホワイトアウト 「手前の赤いウエアを着ているのが、私です。」
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『受賞と近況の報告』

株式会社リコー H&S統括部

リコー三愛グループ健康保険組合
回哲 也

リコー三愛グループ健康推進部

福岡の労働衛生機関から株式会社リコ}に転職し10年が過ぎた節目に合わせたかのように昨年10月緑

十字賞を受賞させていただきました。これまでご指導いただいた諸先輩方、文句を言わず単身赴任させ

てくれた家族そして多くの方々の支援のおかげと感謝しています。

産業医と しては1989年以来労働衛生機関で多数の事業所の嘱託産業医活動に始まり、その後総括産業

医と して現在の勤務を始めました。当初はリコー単体だけの産業衛生活動に取り組んで、きましたが、様々

な事情からリコーグループ全体の体制構築に取り組むようになりました。当初は健康管理のシステムづ

くりのほか全国各地域を担当してもらう産業医や産業保健職の確保に駆け回り、まだ対応ができていな

い地域では産業医が選任されていない事業所も必要に応じて訪問していました。ようやくその体制作り

もひと段落つきそうです。伺時にリ コーグ、ノレープ独自の労働安全衛生マネジメントシステムを導入し、

その審査にも関わるようになり全国の事業所が活動の場となっています。またコラボヘノレスの推進のた

め健保との協業が加わってきているこの頃です。

今回の受賞'はいくつかの講習会講師などの活動から中央労働災害防止協会健康快適推進部より推服し

ていただいたことがきっかけですが、 中央労働災害防止協会では心理相談専門研修や看護師 ・精神保健

福祉土のためのストレスチェ ック実施者養成研修などを担当させていただきました。その他 リコー以外

で神奈川産業保健総合支援センターでは相談員として活動したり、神奈川産業保健交流会に関わったり

しています。神奈川岸業保健交流会は神奈川県 Fの専属産業医、大学 ・研究機関、行政機関の 3者が講

演内容をもとに意見交換をする場として、年4回土曜日に開催して来ました。現在は会員制とぷ記され

ていますが、専属に限らず産業院の先生方また産業保健l臓の方々にも神奈川県内に限らず参加していた 。
だけますので、是非神奈川産業保健総合支援センターのトIPをご雌認ください。過去の立見交換会の内容

も -部はPDドファイルでご~i"\ただくことも可能です。

今後もコツコツと産業衛生に関わっていくつもりですので、ご指導ご鞭挫のほどよろしくお願い巾し

上げます。

復興支援をきっかけに設置された喜多方の事業所にて
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社会医学系専門医等と産業衛生専門医等の経過措置について

日本産業衛生学会理事

東京大学環境安全本部教授大久 保 靖 司

平成29年4月1日より、 日本産業衛生学会の産業衛生専門医は、社会医学系専門医のサブスベ、ンャリ

ティ領域となった。そのため、原則として同時期に両方の研修を受けることはできず、社会医学系専門
医を取得することが産業衛生専門医研修を受けるための条件となる。ただし、当面の聞の制度の移行に
伴う以下の措置が講じられている。

I 社会医学系専門医制度の経過措置
1)社会医学系専門医の付与

平成30年 3月末までに、①医歴 5年以上、 ②初期臨床研修の修了かっ③社会医学系で、の経験が
3年以上で、あって、筆頭者として学会発表等又は課題解決の経験のレポート提出を行った者に社会
医学系専門医を与える。

2)社会医学系専門医試験受験資格の付与

平成30年4月以降平成32年 3月末までに、①医歴 5年以上、 ②初期臨床研修修了かっ③社会医
学系での経験が 3年以上であって、基本プログラムを修了している者に社会医学系専門医認定試験
の受験資格を与える。

3)社会医学系指導医の付与
平成30年 3月末までに、①医麗10年以上、②初期臨床研修の修了かっ③社会医学系分野で5年以

上の経験のある者に指導医を与える。上記以降平成32年 3月末までに上記の条件を満たす場合は、
基本プログラムを修了していることを条件として指導医を与ーえる。

E 産業衛生専門医制度の制度変更と経過措置
1.制度変更
1 )平成27年以降に医師国家試験に合格した場合

社会医学系専門医または臨床系の基本領域専門医を取得していないと産業衛生専門医研修を開始
できない。

2)社会医学系専門医研修で、の産業衛生実務経験の取り扱い
社会医学系専門医研修の産業衛生領域で、の実務経験は産業衛生専門医研修としての実務経験とし

て計上する、つまり産業衛生専門医研修期間の短縮が可能とする予定である(短縮の期間等の詳細
は検討中)。

3) 専攻医試験の免除

社会医学系専門医を取得者は、産業衛生専攻医試験は免除される。
4)社会医学系専門医以外からの産業衛生専門医取得

臨床系の基本領域専門医を取得している場合は、①社会医学系基本プログラムの修了、②産業医
資格要件の充足、③専攻医試験合格のすべてを充たすことで、産業衛生専門医研修を受けることが
できる。

2.経過措置
1. )平成29年3月末時点で産業衛生専門医研修を開始している場合

現行制度を適用する。ただし、社会医学系専門医の経過措置での専門医資格取得または受験資格
取得を推奨する。

2)平成26年以前に医師国家試験に合格した場合
社会医学系専門医研修と産業衛生専門医.研修の重複を可能とする。

いずれの経過措置を利用する場合でも申請が必要であるので、社会医学系専門医協会および日本産業 。
衛生学会専門医制度委員会のHP等を確認されたい。なお、産業衛生学会の制度変更および経過措置に
ついては、現在、若手議中の部分もあるため、 HP等で確定された情報を参照されたい。

-今なら簡単な書類審査のみで、社会医学系の専門医・指導医が取得できます。
一般社団法人社会医学系専門医協会のホームページにアクセスしていただき、該当者はぜひ

申請手続きをお願いします。
(http://shakai-senmon-i.umin.jp/specialist.html) 

-第59号P8-9 r社会医学系専門医制度の運用開始について」等も併せてご参照ください。
(次号以降で、研修施設等についても情報提供してまいり ます)
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第90回 日本産業衛生学会(東京)産業医フォーラム開催のご案内

関東地方会産業医部会長
福 本正 勝

介護老人保健施設新橋ぱらの闘

本年も、下記の通り、学会期間中に産業医部会主催の f産業医フオ}ラム」を開催いたします。

今回は、「発達障害と就労Jについて取り上げます。職場では精神疾患と並び、その対応が大きい諜

題となっております。 r発達障害」という言葉は日常耳にするようになりました。また、その特徴や診

断についての情報は多く発信されております。しかしながら、 就労への支援はまだ不十分な段階と言え

るでしょう。就労支援に多く取り組んでおられる福田真也先生にご講演をいただき、その後、関東産業

医部会幹事の力を借 りながら、質疑 ・討論へと進めていきたいと思います。

多くの皆様のご参加をいただき、活発な討論ができればと考えております。皆様のご参加をお待ちし

ております。

日時 2017年 5月13日(土)13:00-15:00 

(13U与から約30分産業医部会総会、引き続き産業医フォーラムを開催します)

会場 第 9会場(東点ビッグサイトTFTピ、ノレ東館9階)

主催 円本産業衛生学会産業侠部会

テーマ 「発達障害と就労」

j単長 関京地)f会産業医部会幹事福本正勝(介護老人保健施設新橋ぱらの図)

九州地方会産業医部会 林田耕治(トータルヘノレス株式会社)

演者 あつぎ、心療クリニック 福田点也

抄録より

職場のメンタノレへ/レスにおける最近のトピック スに発達障

害がある。ここでは

1 )入社前に発達障'tiと診断され|咋持者雇用される事例

2)既に勤務しその特性のため業務遊行、人間関係、安全

管理等において困難に陥る、うつ病など 一ー次陣官:を起

こし背景に発達障害を疑う未診断の事例

に分け、課題と支援を述べる。

|… l 唱柑柑霞酌'岬州T"?rI "iWi~iWitltli人MImIiNæciifl叫同制同町-



日本産業衛生学会産業医部会会報 第 60号 (15)

第27回 日本産業衛生学会全国協議会のご案内(第2報)

会期 :2017年11月23日(木)-25日(土)

会 場 :高知県立県民文化ホール (高知市本町4丁目3-30) 他

運営実行委員長
杉原由紀

(四国地方会幹事高知県庁)

第27回全国協議会は、テーマを「大規模災害に備える産業保健 ~過去に学ぶ・未来に備える'"'-'J と

し、四国地方会長の菅沼成文先生(高知大学高11学長)を企画運営委員長に、四国地方会のメンバーを中

心に準備をすすめています。

来日本大震災から、早いもので5年余りが経過をしました。この郎、熊本地震や台風、大l将の被害等

も発生し、来る南海トラフ地震への備えを進める私たちを取り巻く環境も大きく変化をしてきています。

想定される地震や津波が大きし、からといたずらに怖がることなく、かといって、発生頻度が極めて低い

からと油断することもなく、産業保健現場においても、過去に学び、未来に備えて準備をするためのシ

ンポジワム、教育講演等を企画しております。

1日目の23W (本)が祝日となりますので、皆様に多数参加していただけますよう、 23W (本)午前よ

り企l同をスタートする予定ですc 2 W目24.W (金)

午前に実地研修、午後にメインシンポジウムと懇親

会、またポスター発表も24日(金)の予定です。実

地研修には、高知県を代表する産業現場(造船・同

知銘菓いもけんぴ製造・酒造等)を予定しています。

ilnL暖な気候と時かな自然に恵まれた両知には、海-

111・川の幸がたくさんあります。今lnlはランチョン

セミナーを実施し、たしません。ゆっくり柁休みを取

る下定ですので、ぜひ高知の「食j もお楽しみくだ

さい。懇親会は、会場南隣の三翠閑で開催します。

よさこい踊りも披蕗できるよう準備中です。多くの

特様のご参加をお待ちしております。

なお、 5月の総会後、参加登録や一般演題の

申し込みをスタートする予定です。また、同日

程でカシオオープンゴルフトーナメントが高知

県内で開催される予定です。阜めに航空機・宿

泊等の予約をお勧めします。

~‘竺

iO112:高知県立鷹腕、ま
企置遺書受員長菅沼成文{高跡調停畳'811e岨輔蝉僻蝿蹴鍋 }

遺留実行豊島貫録杉原由紀{轟剣勝目椙鯛隼輔副晦闘阿》

主傭日ヨド竃織衛生学会四回地方会
日*-織衛生学会
庫銀毘穆会..集'館沼会・直鎗.制保健師会...衛生鎗術協会

共催高知県彊錫会、高知銀・斜虚飾傘、高知怠鍵保健鎌倉支鐙センター
後銭高知県、

A 篭誼rru ・
1111口中関西国合同産業衛生学会 E
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第21沼産業医プロフェッショナルコース開催のご報告

塚原照度 浜口伝情

実 行 委 員 長 塚原照 臣

企画運営委員長 浜 口 伝博

平成29年 1月21円(土)'""22日(日)の 2日間にわたり、 MELONDIAあざみ野日(横浜市青葉区)にて

第21回目のコースを開催いたしました。今回の研修テーマは「多様性社会における合理的配慮とは?J。

就業ヒの西己I抵は、産業医の業務の中の根幹に位置づけられますが、多様性を求められる今日においては、

労働者の合理的な配感に基ーづいた就業上の配慮、には、迷い、悩むことも多いものと推察されます。この

ような状況にお応えすることができればと4・え、第21回コースを企画いたしました。

相JH はシンポジウムを行い、 4~れの先生方にそれぞれのお立場でご講演いただきました。桑原斉先生

(東京大学バリアフリー支援室)からは、 f障害者業

jJIJ禁止指針と合理的配慮指針Jと地ーし、児官精神科

医の立場で卒業所における|咋存者担当として勤務し

たご経験を踏まえ、条約や指針の解釈、事例の紛介

からl産業医としての花り方についてご説明し、ただき

ました。続いて、述藤源樹先生(東ir(kチ医大)より

r I山j立支援と合珂ェ的配慮 '""Wがんと就労』を中心に'""J

と題し、我が国の現状と先生の研究内容の概説、産

業医ががんと就労の両立支援を進めるためのポイン

トをご説明いただきました。塚木浩二先生(株式会社東京ガス)からは「精神障'存(合:発達|時'存)と合

理的配慮Jと題し、統括産業医の立場から安全配慮、適性配置、合理的配慮の関係、を整理しながら、精

神障害事例の対応について整理いただきました。最後に、外山雄太先生(株式会ネLLetibcc)から fLGsT

と合理的配慮Jと題し、 LGBTの定義や事例の解説から始まり、社内における具体的な配慮の袈点につ

いて概説いただきました。各講師のご専門の立場からの講話により、産業医として合理的配慮を行う上

での知識を深め、ポイ ントを整理することができました。ご講演に引き続き、テーマ別向由討議を座談

~~ーー盟会形式で行いました。 従来は、総合討論

形式やグループディスカッション形式を

企画して参りましたが、それぞれの先生

方への濃密な質問が怨定されたため、今

回は初の試みで自由討論としてみました。

活発な質疑がうどわされ、質問したいこと

を直接 うかがい意見交換できた点でアン

ケート調査でも高い評価をいただきまし
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ました。今後の企画においても参考にしたい形式と思います。

2日目は、前同のテーマ児IJ自由討論のサマ リーとグノレープデ、イスカッションをおこない、要点や課題

を整理し、引き続き「合理的配慮に関する裁判

事例j と題して、三柴丈典先生(近畿大学)よ

りご講演いただきました。判例を起にして事業

所や産業底が配慮すべき点について解説をいた

だき、合理的配慮を実践する上で法的に考慮す

べきポイントについて理解を深めることができ

ました。ご講演後の討議においては、参加者の

皆保からの質疑を受け、意見交換を行いました。

以 tの内容で2日間にわたり実施いたしました。

ご参加し、ただきました先生方のご協ノJにより盛

会に終えることができましたこと、実行委員一

同感謝申し上げます。先生方の益々のご情躍を

楽しみにしております。
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『第21国 産業医プロフェッショナルコース 参加体験記』

株式会社ユー・エス・ジェイ

産業医 中田博文

産業医プロフェッショナルコースには初めての参加でしたが、ただ聴講するだけではなく、自由な雰

囲気でデ、イスカッションできる時間が多かったため、深い学びを得ることができました。今回のテーマ

は、『多様性社会における合理的配慮、とは?~でした。

私は、これまで「合理的配慮Jと言われでも、どこまで配慮すべきかの明確な基惟があるわけではな

く、暖昧な印象を持っていたため、「元々、障害を持つアメリカ人法(ADA)から作られた概念なので、

それに基づき、最低限の仕事の本質的な機能(esscntialfunctions of a job) ができうる前提での配慮、ま

たそれがあることによってその機能が期待できるような配慮、j と解釈し、まず職場とessenlialfunctions 

は何かを議論した上で、配慮を考えていました。実.際に、弊社はアメリカ系企業であるため、この考え

方は受け入れられやすく、クリアに進められてはいたのですが、ディスカッションの中で、 「日本での

合理的配慮はアメリカとは異なるため、その対応だけでは訴訟を|山止できないこと」、 「現場ごとに『過

度の負担』は異なるため、現場体ノjを考慮して、その都度、配慮の範囲を決めることJ、に気付かされ、

考えさせられました。合理的配慮の捉え方は、[公平性が求められるので、大人数に同じことができる

程度の配慮であるべきJ、という怠兄がある一方で、 「目の前で困っている人をその時の状況で、最大限助

けてあげる配慮、が合用的配慮であるJなど、先生によって全く具なっていました。結局のところ、テー

マにある通り、多様性社会ですので、一定基準で完結できるものではなく、その会社の実情をよく知っ

ており、医学的知識のある産業医が裂となって、自分が責任を持って、担当者とよく相談した上で、配

慮を決めていくことこそが、大切なことだと感じました。

また、個人的に反省させられたことは、 rLGBTと合理的配慮Jのテーマで学んだ時でした。弊社は、

LGBTの従業員をjよく雇用しており、自分の希望通りの「性別Jr社内呼称Jで働くことができますが、

そのためには、入社後、産業医面談を経た上で判定を受ける必要があります。その面談の際に、外部精

神科医による「性同一性障再の診断書Jを持参する運用にしていましたが、今回の学びで、rLGBTは非

常に多種多様であって、治療を希望しない人にとっては、そもそも病気ではなしリといったことに気付

かされ、先進的だと思っていた対応が、実は利用者-にとってはハードルの高いものになっていた可能性

に、衝撃を受けました。ますますダイパーシティ化が進んでいく中で、改めて私にとっての合理的配慮

を考え直す必要があると痛感しました。

今回、大変お忙しい中にも関わらず、非常に員・重な機会をご提供いただいた運常 ・実行スタッフの先

生方には深く感謝申し上げます。懇組会、非常に楽しかったです。
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『第21回 産業医プロフェッショナルコース 参加体験記』

株式会社 JUMOKじ

杉田 篤子

今回のコースは、 “多様性社会における合理的配慮とは7"というテーマでした。

1日目に、桑原斉先生が、障害者雇用促進法の改正を踏まえ、 “差別の禁止"とはどうい うことを意

味するのか、“合理的配慮"をどこまで行うのか、誰が対応するのか、公的機関や制度をし、かに利用す

るのかという話をされ、非常に考えさせられました。遠藤源樹先生は、がん患者はフルタイム勤務での

復職に約6か月半要すこと、短時間勤務が認められれば約2か月半で復職できること、がんの種類によっ

て復職率に差があること等を示した上で、配慮、として短時間勤務できる社内制度の必要性や、産業援が

疾病性を事例性に翻訳し職場のキーパーソンに伝えることの重要性を強調されました。塚本浩二先生は、

従来の精神障害への対応では、事例性と疾病性が分離し、職場と匿療が役割l分担できるため連携の混乱

が生じにくかったのに対して、発達障害傾向への対応では、業務遂行の支障が症状となることから、事

例性と疾病性が融合し、役割分担出来ず連携の混乱が生じやすいことを示されました。産業医が、役割

分担を整理するために、職場に対して当該者の行動背景を理解できるよう支援することや、主治医に対

して職場の情報提供を行うことで問題点の理解を支援することは、当該者ーだけでなく職場全体の業務遂

行支援につながると話されました。外山雄太先生は、 LsGT当事者の立場で、 LsGTの現状を社会的困

難、法的困難も含め話され、 LsGTIこは多様性があり一括りに扱えないことを学びました。4講演の後

に、各演者の先生を囲んで活発な自由討論を行いました。懇親会、 二次会では、多くの先生方と親睦を

深めることができました。

2日目は三柴丈典先生が、日本電気事件を例に法的に合理的配慮はどこまで行う必裂があるのか、訴

訟の予防策として何ができるのかという観点で講演された後、グループデ、イスカッションを行いました。

2日間を通して、当該者が多様で、ある一方、企業も多機であることから、合理的配慮、を行うに当たり

当該者と係る関係者のコミュニケーションや連携が鍵となり、その際に産業医が果たす役割lは大きいの

ではなし、かと感じました。参加者の多様な視点に触れることができ、学び多き会でした。素晴らしいコー

スを企画し準備下さった運営スタップおよび講師の先生方に感謝申し上げます。
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シリーズ私たち頑張っています!

『元真張っています』

(関東地方会)

秋元労働衛生コンサルタント事務所

秋 元公彦

開業型産業医をしている秋元労働衛生コンサノレタント事務所の秋元公彦です。このたびはシリーズ

『私たち頑張っています!~への執筆の機会をいただき、誠にありがとうございます。

9年前、東京青山に事務所を登録してから、|属託産業医 ー筋肉で仕事してきました。

3年ごとに 3期にわけで紹介させていただきます。

第 1期「熱血産業医のスタート!J 

渋谷の 1部上場の企業での復職商談において。 fでもしか産業医」ではない「熱血産業医秋元」は意

見書に「療養専念、の必要があります。 Jと書きました。まだ今の状態では会社に戻って十分に勤務する

ことは難しいと判断したからです。しかし復職予定の彼は、休職期間満 fぎりぎりだ、ったので、もし会

社が規則通りに動きをとれば退職になる・・・ことはわかっていました。が、なんと本~に退職になったの

です。

数日後、会社から「退職した彼が産業医さんに会いたいと言ってるのだけれど…Jと連絡あり、秋元

は「私は逃げ隠れしませんからいつでもお会いしますよ。ただし会社のなかで。 J返事した数日後、秋

元の携桔:に彼から'屯話がかかりました。 (青山の事務所に電話をすると秋元の携帯に転送されるように

なっています)

「一体全体どういうことなのですか。会社の人が(会社としてはもっといてほしかったけど、いかん

せん産業医さんが勤務で・きないという立見書を書いたので、残念ながら退職手続きをとった)と言って

いますが。 Jと。

第2期「全国区デピ、ユーJ

ある U携行i;がなり「秋元労働衛生コンサノレタント 'M:務所ですかJと労基署から電話がありました。講

演依頼でした。 「講演料は少しなので、すがJと芦われて、 〈そんなそんな講演料なしでも、こちらで少し

支払ってもいいです〉と言いたいのをくーっとこらえました。

同じ年、円本経済新聞の夕刊に実名で秋元の名が載りました。 r職場のうつJというテーマで大学教

授や研究所所長の先生方をさしおいて(その記事のなかでは) トップに名前が載ったのです。 (肝心なの

はその内容であることは分かつていますが。)

第3期「ワークライフバランス」

現在月の第 l週を「リフレッシュウィークJにしています。もともと第5週は休みでしたから、 10日

ほどの日程がとれます。 2016年は 6月プーケット、7月ウィーン、 10月ハワイ、 11月トスカーナに行き
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ました。

昨年12月19日に「日本医師会 ・産業医科大学j共催の産業医研修会の講師を務めてきました。現場第

一主義で「まだまだ熱血産業医」をやっている自分は、産業医業務に自信と誇りを持っていますが、研

修会でお話するような“新たな取り組み"等は難しいものがあるのです。

しかしなんとその日の与えられたテーマは「産業医の実際」なのです。このテーマならば、秋元にお

まかせ、とばかりに55分間「熱血講演Jしてきました。

現在第4期に突入しました。引き続き「更に一層熱血産業医j として、仕事に励んで、いく所存です。

皆様どうぞよろしくお願いいたします。

面接対応にて
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『頑張っています!~ 

(近畿地方会)
パナソニック株式会社

コネクティッド、ソリューションズ社 北門真健康管理室
黒木 和志郎

産業医

私のような若輩者にこのような機会を与えていただき光栄に思います。部会誌への投稿は、 2012年の

専門医試験合格記以来です。

パナソニックへ入社し6年が経過しました。現在の勤務ですが、週4日、専属産業医業務を行ってい

ます。担当する事業所は、従業員数1500名規模で、主な業務内容はプロジェクターの開発 ・製造や航空

機用AV機器の製造です。看護職3名と安全衛生担当者とともに安全衛生課題への対応や健康管理、健康

づくりなどの活動を版関しています。迦 1口は、健保立病院である松下記念病院で総合診療科(初診)

や略眠時無呼吸症候群への外来診療を担当しています。

ご存知の先生方もいらっしゃると思いますが、私はパナソニック健康保険組合健康管理センターに所

属し産業医活動を行っています。事業所の健康管用室は、全国lこ160笛所存在し、健康管民主センターが

統活管理機関としての役割lを担っています。健保所属の利点として、会社 ・従業員の也ち位置で産業医

の巾立性が似てること、 |同社産業医と棋のつながりが密であること(相談環境が整っている)、一定レベ

ルの産業保健水準が保てること、病院と強IT1な連携が取れることなどが挙げられるではなし、かと思いま

す。

また出身校の産業医科大学に設置されたストレス関連疾患予防センタ}より 2017年 1刀に 「特命講師j

を伴命されました。これは2014年に施行された過労死等防止対策推進法の大綱で「産業保健スタッフの

人材育成の充実 ・強化を図るj とする役割が明記されたのを受け、特命講師として企業関係者向けに誠 ( 

官会を展開するという任務です。先U、大阪府内で産業医向けの過電労働セミナーがあり、特命講師と

して初めての活動として実地研修を行ってきました。

私が1産業医として、業務の中で大切にしていることは、「話を聞くことJです。庵来院は1台彼|更では

ありません。最も大事な役割は、就業拍=置に関する医学的な判断で、す。会社や職場環境に精通している

のは産業医であり、主治医任せの就業措世判断を行わないことが肝史です。従業員からしっかり話を|湖

く、(本人の f解の上で)職場上司から状況や業務内容を適切に聞く、必要により主治医から情報を聞

く(連携する)。これらから医学的な側面にもとづいて、適切な判断を行っていくことが必要と考えます。

今後も口々のひとつひとつの業務を疎かにせず、産業医活動を行っていきたいと思います。今後とも

ご指導 ・ご鞭挫のほどよろしくお願いします。
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『南の島で開業産業医』

第 60号 (23)

(九州地方会)

株式会社平山産業医事務所

平山良克

昭和63年に産業医科大学を巣立ってまもなく、ある病院の健康管理センターに籍を置き、週 3日は地

元リーディングカンパニーで、産業医経験をつんで、いました。そのころ嘱託産業医の依頼が度々あったこ

ともあり、 10年前に日本の最南県沖縄で開業してl属託産業医に特化して活動を始めました。しばらくは、

埋まらないスケジュールはバイトを想定していましたが、幸いにも依頼が飛び込み早く軌道に乗る事が

出来ました。

当初からメンタノレ関連の実務が多く、精神科医師との連携は大きな課題でした。職場でモンスター化

した被害意識の強い発達障害の事例では、なぜモンスタ}化したのか理解し対処するのに時間を要しま

した。そのような時、コンサルトできる精神科医師が近くにいたことは幸いで、した。精神科病院の勉強

会にも顔を出してきたおかげで、地域の様子が分かり連携は概ねうまくいっています。最・近のストレス

チェック制度に係る事も対応できていると思います。

当県は長寿県を自負していましたが、近年は働く世代で肥満者が多く生活習慣病が問題になっていま

す。私の健診結果の判定では、肥満および関連項目の異常が多く、ため息をついています。 肥満指導を

強化する目的で肥満指導に使えるダイエツト木を発刊しました。 (P33r部会員からのお知らせコーナーJ

参照)残念ながら本を使って指導した結果はもう一歩というところです。

日々の活動の中では経済動向の影響を感じる場面もあります。最近は労働者不足が加速し長時間労働

( が多くなっています。時間外労働を減らすようにコメ

ントすると、「報酬を上げても人が集まらなしリという

現場の声を聞くようになりました。製造業では外国人

労働者を躍し、入れ、履い入れ時健診で結核が見つかる

という事態です。

さて、これまで多くの方のご協力をいただきながら

活動してまいりました。現在、スタップの充実を検討

し、将来は精神科クリニックの併設ができればよいと

考えています。それが実現すれば、うつのデイケアや

リワークを展開する事もできます。職場復帰可否の判

定でも、客観性のある評価で判定を行うことができま

す。開業産業医にとって魅力的なことが多いと考えて

います。これからは、チームプレーを重視して活動し

ようと考えています。

yイエット
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シリー ズはじめまして'

(北陸甲信越地方会)

山梨県厚生連健康管理センター

大 高 雅彦

はじめまして。 3年前まで大学病院消化器内科に勤務していました。大学在籍中に休日を使用して 3

年かけて産業医に必要な講義 ・単位を取得しました。結構、;在学生です。

現職の健診センタ}に所属して、 I~~託産業医を 4社しています。

今年度からストレスチェックが施行されました。私もまじめにストレスチェックの講演を聞き、職場

の人達ーからの要求や質問に答えられるよう準備しました。至るところで、 「職場組織・人間関係が労働

者の健康に大きな影響を与えている。 Jと聞かされています。

幸い、私のと ころには商談の予定はないのですが、私が通常の外来をしていると、となりのブースか

ら、かなりヒートアップした口調でイnJやら話がliHこえてきます。先輩医師は、 「うん、うんJと「そう、

そうJと相槌を打っただけ。どうやらス トレスチェック後の面談のようです。その後、精神科とかに紹

介したのですか?と問えば、 「いや、落ち若いた。 Jと帰社されたそうです。まだ、まだ、修業が足り

ないようです。

当センターでは2015年よりへリコパクターピロリ抗体を人間ドックに導入することになりました。ちょ

うど、胃紺撲滅にピロリ薗除菌が叫ばれるときです。!半生連といえば、 jA組員の一社です。そこで、山

梨県全J八役職員に対する円癌撲滅プロジェクトを実施することにしました。 2015年内視鏡検査を行う人

間ドックからピロリ抗体を測定し陽性者に除菌を施行しました。翌2016年からは各JA巡回健診にABC

(宵がんリスク)検診を導入しました。内視鏡およびペプシノーゲン陽性の萎縮保持者とヒ。ロリ菌陽性・ ( 

除菌者は胃癌高リスク者として認知させ、胃検診を受診させる指導をしています。2017年は未受診者と

新人職員に行っていきます。役員層では胃婚の早期発見 ・縮小手術、粁年層へは胃痛の一次予防と早期

発見の指導強化、および下どもへの家族内感染防止による次世代に胃筋リスクを伝えない。ことを目標

にしています。来年あたりに詳細を報告する予定です。

今後ともご指導 ・ご鞭擁のほどよろしくお願い申し上げます。
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地方会からの報告

『中国四国合同産業衛生学会 参加体験記』

~産業医部会の職場環境改善に関する2つの研修を受けて~

高知県立大学健康栄養学部

和田 安彦

はじめに宇土博先生(友和クリニック、広島大学医学部客員教授)による 「介護胞設における腰痛の

予防と治療についてJと題する職場改普セミ ナーがあった。概要説明後、すぐグループに分かれて担.当

課題に対する改持案の討議を行い、その結果をプレゼンテーションし、実際に行われた改善策を宇士:先

生から写真等でお示しいただく、という形で行われた。費用を 3万円程度に抑える場合と制限な しの場

合で考えた。利用者をベッドから車いすへ移乗させるときに、滑りを良くするための黒いゴミ袋2枚も

しくはスライディングシーツなるものを敷く方法が安価で便利との説明に感心した。施設長のか針で入

所者全員が lつの食堂に集まって食べることになっているため、移動距離が長く介護者の腰の負担となっ

ていると いう!日l掴があった。これに対しては、施設長の逃職後、 3カ所に分かれて食べる、という方針

転換で解決したとのことで、あった。そのような解決策もあるのかと、納得した。調理場の重い鉄製幡チ

の清掃については、高圧洗浄機の導入で解決したとのことであった。しかし、そもそも調理場をウェッ

トシステムからドライシステムに変える)jが、衛生面でも有利という志凡もIJIた。そこまでの費用はか

けられなかった、ということであろう。治療而では、はりの利用が我が同の大学病院のみならずドイツ

でも持及している、というお話しが参考になった。

2つめの研修が杉原由紀先生(同知県庁職員厚生課)による「アクショ ンチェックリストを使った職

場環境改善j で、あった。まず、員長近開始されたスト レスチェック制度と職場環境改善の全国の成功事例

( の説明の後、副知以庁での参加型職場環境改善プログラム 「職場ド-ッ グJの紹介があった。「職場史求J

という形ではなく自分たちで改持していく、というアプローチが新鮮で、あった。まずチェックリス トで

4古車』ι

d43竜一， 一一
戦場改善セミナーの様子
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自分たちの職場の良いところ、改善が必要なところを挙げてイントラネットで共有し、実施可能な改善

策を討議し提案、実施する、 150課 1人ずつのリーダーがそれを推進し、管理職は温かく見守る、すぐ

できる小さな改善を達成しながら徐々に進める、職場開の交流が水平展開を促進、改善事例を全庁で集

積し、優れた事例は知事から表彰してもらう、など傑々な工夫をしながら、環境改善が全職員に浸透し

ていく様子が目の前に浮かぶようで、あった。その結果、長期病欠者の減少というメンタノレヘノレス改善の

エピデンスが得られたことに感銘を受けた。その後グ‘ループに別れ、高知県の実際のチェックリストと

改善事例集を参考に、自分たちの職場の良い点と改善すべき点を理由と共にワークシートに記載し、互

いに紹介しあった。

いずれの研修もク守ループワークを通じてアクティプに考えるという体験ができた。周到な準備をして

いただいたお二人の講師、座長の先生方に心から感謝申し上げる。
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『関東地方会産業医部会研修会 参加体験記』

~ が んと就労~

高輪労働衛生コンサルタント事務所

(東京都医師会産業保健委員会) 寺 田 勇 人

2016年12月10日(土)、新宿野村ピノレ48階の野村カンファレンスルームで、開催された産業医部会主催研

修会に参加しました。今回のテーマは「がんと就労Jでした。当日は、「抄録集」と「事業場における

治療と職業生活のI，fij立支援のためのガイドライン(2016年 2月、厚生労働省)Jが配布されました。

第 1講座は、飯島美世子先生(独立行政法人東京産業保健総合支援センター 産業保健相談員)より

「両立支援ガイドラインと両立支援促進員の役割j について、国のガイドラインの膨大な内容を 1時間

という短い時間に産業医が押さえておきたいポイントを凝縮した解説でした。これまでは、大切だとわ

かっていながら実感がわきませんでしたが、がんに限らず疾病を抱えて働いている方の現状と課題、企

業側が配慮すべき内存、産業保健スタップに期待されることなどへの理解が深まりました。

第2講座は、金容セ先生(在H本プレスピリアンミッション淀川キ リスト教病院腫威内科)より

「がん患者の就労支援~臨床医の立場からJについて、地域の第一線の臨床医としての立場ーから、悪性

服務は部位やタイプによって多様性で、かつ個別性が強し、特徴があるとともに、近午は外科的療法+長

期入院という治煉スタイルから、働きながら通院治療やずE宅旅法を選択するニーズが増えているなかで、

臨床院としては、なかなか患者さんが働いている職場の状況は下しい職務内蒋や具体的な作業状j凡など)

が把握できない中で求められる診断書を書いている苦しい現状があるとのことでした。今回のテーマで、

ある両立支援を円滑に推進するためには、私たち産業医を始め産業保健スタップが、患者さん(社員)

と所属する企業及び主治医との柿渡し的役書IJを担っていくことがとても大切だと思いました。

関東地方会産業医部会研修会
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第3講座は、平岡晃先生(コマツ健康管理センタ産業医兼国立がん研究センターがん対策情報セン

ターがんサパイパーシップ支援部)より「がんと就労職場における症状別対応のヒントj について、

国のガイ ドラインの内容に加えて、職場に就業上の配慮を求める際の f仰jくがん患者のための症状別対

応ヒント集Jの内蒋と医療者との連携のポイントなどについて解説があり、具体的な実践事例を踏まえ

た内蒋でした。早速、産業医として直面しているケース対応の参考にしたいと思います。

第 4講座は、丸山男紀先生(経済産業省 商務情報政策局 へノレスケア産業課)より f健康経営と産

業衛生」について、日本として生産年齢人口が減少し続けるなかで経済活動を発展させていくためには、

誰もがそれぞれの年齢や体力に応じて社会の 一員として役芹11を果たすことができる「生涯現役社会Jの

実現を目指すことが必要で、そのためには、働き盛りの段附から、経営者と従業員が共に健康管理への

取組を促すとともに f健康経営Jの考え庁を企業活動や経済活動に浸透させていくことが大切であるこ

とが分かりました。「健康経営Jの推進には産業医や産業保健スタッフの役目は大きいと感じました。

師定という公私ともに大変ご多忙な時期に貴重なお時間を割いてご講演くださいました4人の先生方、

研修を企画 ・運営してくださいました関係者の伴様に心よりお礼申し上げます。
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『東海地方会産業医部会懇話会 参加体験記』

ヤマハ発動機株式会社健康推進センター

内野文 吾

東海地方会の定例行事となっております懇話会ですが、今年度は平成28年12月17日、中部大学名古屋

キャンパスにて開催されました。

第 l部では、伊津梓史先生(ヤマハ発動機附人事部安全健康推進グループカウンセラー)より、 「職域

における発達障がい対応をめぐる諸問題Jと題して、社内カウンセラーとしての基本姿勢や活動の実際、

対応事例の紹介や今後の課題まで、幅広くご講演いただきました。その中で、 l職域においては、カ ウン

セラーには社員のケアのみならず、上司や人事、産業保健スタッフなど関係者に対する理解を促すこと

に強力なニーズがあること、またゴーノレの設定を行ううえで、社員に対し会社はどこまで支援を行うの

か、義務と責任の境界線を探る必要があり、重要な課題であるとの指摘がありました。発達障がいの特

性を持つ社員への対応において、あえて社内支優に舵を切った背呆には、地域におけるリソースの不足

があることから、支援施設の充実など社会的な取り組みが急務ではないかとの意見がフロアからなされ

るなど、活発な議論が行われました。

第 2古ISでは、 3名の会員の活動報告 ・討論が行われました。まず、窪田誠先生(三菱電機側静岡l製作

所)からは、 「海外出向者の健康管理Jとして、アジアを中心に海外展開が進む中で、赴任する社員へ

の健康管理の取り組みをご紹介し、ただきました。赴任前から赴任中、出桜者に至るまできめ細かいサー

ピスの提供を行っており、現地訪問や、本社と述併したメンタノレ支援の仕組みなど、赴任中のフォ ロー

の充実は模範的な施策と考えられました。次に、高城博先生(名古屋鉄道(欄名古屋診療所)より、「精神

疾患、と運転に関する考察(経験事例より)Jと勉ーし、現職で経験された豊前なlfi:イタlをご提示いただきまし

た。精神疾患は増加傾向にあり、運転業務に関する判断が常に問題となりやすく、主治医からの意見聴

取や産業I更の定期面談などの支援がポイントとなります。運輸業における疾病管理の難しさの伝わるご

講演でした。最後は、渡溢美寿出先生(トヨタ自動車側元町工場健康管理室)から、「私の産業医活動エッ

センス~大学教員の経験も踏まえ

て"'J として、職域と大学の両方

のご経験をもとに、携わった研究

や実務への応用、経験から得た産

業医の視点ゃあるべき態度など、

まさに貴草なエッセンスを、苦労

を感じさせないユーモアあふれる

語り口でお話しいただきました。

懇話会会場風景
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『九州地方会産業医部会研修会 参加体験記』

株式会社服部産業医事務所

服部 泰

平成29年 1月28日(土)に博多ノくスターミナノレ9F大ホーノレにて弁護士法人デ、イライト法律事務所の

宮崎晃弁護士による講演が開催されました。演題は「裁判例に学ぶメンタノレヘノレス問題の最前線j で、

実際の判例をもとに、産業医がH常業務を行っていくうえで法的に留志:しておくべき事項について解説

が行われました。

講演のなかでは労働者に対する使用者の安全配慮義務が問われ

る損7h:賠償訴訟のや案が多く示されていました。法的に産業i更は

使用者が同義務を全うするために専門的な立場ーから助台、サポー

トすべき立場にあります。使胤者が負う安全配慮義務の範囲とし

ては労働環境の物用的な安全確保に留まらず、従業員の心身の健

康確保も含めたものに拡大、変化してきたこと、また使用者は労

講師の宮崎先生 働者の健康障'占の発生を事前に子比し、そのfnJ避のための措置を

講じる必要があることは、産業院として最低限銘記しておくべきことを改めて認識しました。また今回

は最近注目を受けた産業医敗訴事案についても解説がありました。同事案は従業員との而談の|探のl種業

|須の不注意な言動が病状の悪化を相き、結果的に産業|互の不法行為による掛害賠償を命じる判決が出た

ものですが、普通に注怠して面談を行っていれば充分に防ぎ得たものと解釈できますので、産業医とし

てことさら神経質になる必要はないと感じました。また昨年法施行されたストレスチェックについては、

事業所との聞で交わす契約存に実施者、面接指導、結果の通知、保件、その他の事項について委託内容

や範凶を具体的に規定しておく必要があり、これが安全配慮義務違反等の認定に大きな影響を及ぼす可

能性があるとのことでした。この点に関しては、私自身完全ではないにしても既に実行していたことで

したので、自分の考えに少し自信を持てた次第で、す。

一般的に産業医が現在の産業医学的常識に基づき、普

通にそして誠実に業務を行っていれば、法的責任を問わ

れることなどないとは，思っています。しかしながら私の

ような独立系産業医がいったん損害日剖賞訴訟を起こされ、

さらに賠償責-任を負うことになりますと、専属産業医と

異なりその負担はまともに自分自身にかかってくること

になります。また最近私が産業医として関与した事案が

民事訴訟になったこともあり、現実問題として大変興味

深く 1時間半の講演を拝聴致しました。 九州地方会産業医部会研修会
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産業医部会、各地方会行事開催予定一覧(平成29年4月~平成29年8月)

開催 産業
地方会 名称 日時・開催地 内容等

年月 医部会

， 

平成 会報
29年

第 60号(平成29年 4月号)
4月

発行予定

， 
平成 29年 5月 12日(金)
13 : 00~15 : 00 

平成29年度第 1回幹事会
第東第t東京91館40ピ回会9シ階場日グ)本(サ東産京イ業都ト衛)T生F学T会ピノレ

第 90回日本産業衛生学会
E社(介E長旦護老耕福人治本保先健正生施勝設先新生橋ぱらの闘)

産業医フォーラム
平成 29年 5月 13日(土)
13: 30~ l5 : 00 

※平成 29年度産業医部会
第東第(東京99躍0会ピ9回場ッ階日グ)本(サ東産イ京業都ト衛}T生F学r会ピノレ

タルヘノレス(株))就
テーマ :発達障害と 労

総会に引き続きフォーラムを 講演および討真論也
講(あ師っ:福田 先生5月

開催します。 ぎ心療クリニック院長)

専社会医学系 平成29年 5月 10i::I (水)
門医のための 9:30~18: 00 

講衛習会生学プ(日会ロ本担グ産当ラ
第東揮(東京97館0会ビ9四場ッ階日グ)本(サ東産イ京業都ト構)T生FI'学会ピル分業基本

専門医 ム講習会)

制度関連 平成29年 5月 12日(金)

専門制度説明会 16 : OO~ 17 : 00 

兼指 社会医学系
第東餌(東京95館0会ビ9回場ッ階日グ)本(サ東産イ京業都ト衛)T生r学r会ピJレ導医講習会

第(講興宰f職師協1)j会場部中ヘ町村ル最演正新ス和のポ禁煙対捕について

平成29年 6月 10日(土)
先生(地域医療振

北陸甲信越 興協会 ロモーション研究

北陸甲信越 地方会
新新i1&新4第開掲0潟0産県2市~1業医)1回8保師研0健会0修研館会究3F会大2講01堂7総会

センター長、元大阪がん循環器病
G月 産業医部会 予防センター

地方会 共催
第「産2業活部保用講健方演活法動への安全衛生委員産業医研修会

会の に奈真つ川人い県て先)、j神生奈(新j 講師: 津谷
クリニ管ッ新理ク津(医谷神) ||労働
局健康

会報

第 61号(平成 29年 8月号)

発行予定

8月

専門医
日本産業

衛生学会
8月 26日(土)・ 27日(日)

制度関連 横浜オンワード総合研究所

専門医試験
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部会員からのお知らせコーナー

『あなたの職場のたばこ対策、進んでいますか?~

第12回刊本禁煙科学会学術総会会長

しまね子どもをたばこから守る会

松江記念病院健康支援センター 春 木 宥子

オリンピック開催を前に、厚生労働省は健康明進法を改正し、受動喫煙対策を強化しようとしていま

すが、恨強し、反対もありどう決まるのか気になるところです。職場は安衛法改正で、 f受動喫煙のない

職場達成Jが求められていますが、同機に抵抗勢ノJもあり、簡単には進みません。

そこで今回、10月28日(土)、29日(日)の「第12回日本禁煙科学会学術総会J(会場:島根県松江市・

くにぴきメッセ)では、「健康経常Jを切り口に、経営者をまき込みリーダーとなってもらい、人を大

切にしている会社の喫煙対策とは?をテーマにシンポジウム①「受動喫煙のない職場達成への取組みJ

を開催します。大和措・産業医大教授の基調講演をはじめ、社内禁煙(受動i喫煙ゼロ)を達成した会社

社長のおこ人、医療サイドからはリコー附統括照業医の森問軒也先生、附SUMCO統括産業医の靖国.美

奈子先生、そして事業所(嘱託産業医)で活躍する保健師のお二人に発表して頂きます。ぜひ、参加し

て沢山のヒントをも らい、自社のl喫煙対策を進めて下さい !

日本禁煙科学会
学術総会

島根

c.鐙忽活環.

育てようJ・無煙"世代をf
た J. 8 ~ ;きか丈会与J3きら

JASCS 
trf." 'w・伊圃.

2017.10.28之、 29 c松江くにぴきメッセ、弘山
T，.f 
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部会員からのお知らせコーナー

『自己学習型のダイエット本のご紹介』

株式会社平山産業医事務所 平 山 良 克

私の活動拠点で、ある沖縄は、働く世代で肥満が多いために肥満指導では苦労しています。

その為、マンパワーをかけなくてもよい資料というコンセプトで自己学習型のダイエット木を2010年

に、その簡易版を翌年に発刊しました。

使い方は本とダイエット報告書を配布して、本を見ながら報告書を作成・提出させます。そのことで

必要な知識が学習できるようにしました。

少しでもモチベーションを持って楽しみながらできるように企画しました。

集団指導の場で、対象者に記入させながら指導していくことも可能です。

ご興味のある方は、 FAXお願いします。郵送致します。

一割
町
時
し
は

E

物育
M
1

M

食
ヵ

4
6

h
 

@時五面$'-1':r.'!t指E
・4・e・4・・ t ・-

Dr.ヒラヤマのカンタン・安心

低カロリー満腹ダイエット (税込み1，000円)

肥満予防のための食育ガイド (簡易版税込み800円)

2 冊岡崎購入なら税込み1 ，400円(~¥ずれも送料別)

申込先株式会社平山産業墜事務所 FAX098-972-5258 
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産業医部会活動費納入のお 願 い

日頃は、 日本産業衛生学会産業医部会の活動に、ご理解 ・ご支援を賜り、まことにありがとうご

ざいます。皆さまのおかげをもちまして、部会員数が順調に増加し、 2016年12月時点で千二百名を

越えております。職能集団として学会内外で認知度が上がり 、一方で、ストレスチェック制度への

関わりを含め、産業医の社会的な役割がより重要となってきている今円、産業医部会への期待も高

い、と考えています。

産業医部会の活動は、学会木部からの助成金と、皆様方の活動費によってまかなわれています。

活動費納入依頼が屈きましたら、お振込をよろしくお願いします。実際の活動につきましては、部

会員の皆様方からのご意見も反映したいと考えています。各地方会選出の幹事へご要望を伝えてい

ただければ、 幹事会で議論し、活動に反映させていただきます。今後も『入っていて良かった産業

医部会』を円指して活動していく所存です。ますますのご指導・ご鞭雄、よろしくお願い致します。

平成29年4月

部会長 斉藤政彦

編集委員会よりお知らせ

(1)部会報をホームページへ掲載しています。

第53号(平成26年12片発行)以降のパックナンバーを産業医部会のホームページへ掲載しており

ます。投稿し、ただいた記事や写真につき一部削除などを希望される庁は、下記連絡先までご一報く

ださい。

URL http://www.on-top.net/ibukai/kaiho.html 

[連絡先]産業医部会長斉藤政彦

大同特殊鋼(株) Eメール :m-saitou@ct.daido.co.jp 電話 :052-611-9437 

(2)部会員からのお知らせコーナーを新設しました。

第58号(平成28年 8片発行)より、部会員が深く関わる行事の告知や著書紹介、その他の周知を

目的としたコーナーを設けま した。 掲載ご希望の方は、下記事務局宛てに原稿(400字以内+写真 1

枚)をお送りください。なお掲載に関しては、医部会の活動目的 「産業医活動の充実と発展j に照

らし、 編集委員会にて審議し決定させていただきますので、ご了承のほどお願いいたします。

(3)幹事会議事録は、第56号(平成27年11月発行)より部会ホームページへ移転いたしました。

URL http://www.on-top.net/ibukai/jigyo.htm 1 
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(4) 自由投稿へのいざない

部会報は部会員の交流の場です。皆さまの自 由投稿を歓迎します。ご自身の産業医活動あるいは

日頃思っていることなどをし 000字以内にまとめて、下記事務局宛てメールにてご送付ください。

ご投稿をお待ちしています。

(5) ご意見をお寄せください。

編集委員会の方針として、より多くの先生方の活動や意見をご紹介したいと考えております。部

会員の皆さまのご期待に沿えるよ う紙面の充実に努めてまいりますので、ご意見など、ぜひ事務局

までお知らせください。

{事務局連絡先] (公社)口木産業衛生学会産業医部会事務局

Eメーノレ sanei.4 bukai@nifty.com 

電話 03-3358-4001 ドAX03-3358-4002 ご投稿をお待ちしています。

編集後記

今号は節目となる第60号ですので、これまでの部会報の変遷をご紺介いたします。

今回は f緑卜宇rtJを受抗された先生)'jからの数珠のメッセージを、初めて賜りました。また

前号に続いて、新たに専門医試験の関門をクリアした先生)Jからの抱負や決意もご紹介しており

ます。働く人たちの支えとなるために、先達からのバトンを受け継ぎ、新たな仲間とも手を携え

て、これからの難局も乗り越えていきたいと思います。ご執雫を賜りました先生方、お忙しい中

を誠にありがとうございました。 (H)

編集委員会委員

石 川 浩二(三菱重工)、 禰冨美奈子 (SUMCO)

。谷 山佳津子(朝日新聞)、 O原 俊之(北海道労働保健管理協会)

。 :編集委員長、 O第60号編集担当(五十?寺JI慎)
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